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ヘマトキシリン
     薬品は実際の処理を念頭に置き工業用を使用した。
     pHの調整には20％水酸化ナトリウムと20％硫酸をOH
    用いた。本報告の亜フェライト化薬剤としては，硫酸第
    一鉄200g／4，硫酸第二鉄250g／4，硫酸銅20
     g／4の組成のものが適当であった。高分子凝集剤とし
    てはスミフロックFA－40（住友化学製）を使用した。
／ 比較実験として・本学の現行鹸細節処理時間の
    短かい日本電気のフェライト法及び医療系廃液の処理に OH
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    表1 反応液濃度と処理水水質
Hg（㎎／の
     O．0153 （O．OO89）11・く
     O．34 〈O．011・）
     O．OO 1 6 （O．OO 1 O）83く     O．36 （O．099）
     e．oolo （o．ooos）53く     O．31 （O．09 1）
coD （・w／e）
      1320 （1 31 O）24・・く
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